




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
受信語1000101に対してシンドロームを計算するとe0=1、e1=1、e2=0となる。誤り位置は
i=1+2×1+4×0=3となり、左から3ビット目を反転することで誤り訂正後の符号語は
1010101となる。

●問題Ⅲ-2
正解は④
SaleGoodsがgetPriceメソッドを再定義して上書きするのがオーバーライドであり、Goods
型の配列から動的に各クラスのメソッドが呼び分けられるのがポリモーフィズムである。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
プッシュダウン・オートマトンは有限オートマトンにLIFO構造のスタックとスタック操作
を追加した計算モデルであり、文脈自由言語を認識・受理する能力を持つ。

●問題Ⅲ-4
正解は③
00001010は10進数で+10を表し、11110001は2の補数表現で-15を表す。両者の加算結果は
10 + (-15) = -5となる。

●問題Ⅲ-5
正解は④
正規表現(a*(ab)*|c)*ad*において、選択肢④の「abacadad」は末尾直前の部分が正規表
現の生成パターンに合致せず、この式で表現することができない。

●問題Ⅲ-6
正解は④
符号C4は{00, 01, 10, 11}であり、どの符号語も他の符号語の接頭辞になっていない接頭
符号（瞬時符号）であるため、受信時に遅延なく一意に復号可能である。

●問題Ⅲ-7
正解は②
演算子が3つある数式の構文木の形状の総数はカタラン数C3=5通りとなる。各演算の結合
順序の組み合わせにより5通りの導出木が生成される。

●問題Ⅲ-8
正解は②
SRAM型FPGAでは、回路の基本論理素子としてルックアップテーブル（LUT）を用い、SRAM
セルに真理値データを保持して任意の論理関数を実現する。

●問題Ⅲ-9
正解は①
JKフリップフロップはJ=1, K=0でセット（1）、J=0, K=1でリセット（0）、J=K=1で反転
動作を行う。クロックの立ち上がりエッジでの各入力値を追うとタイムチャート①とな
る。

●問題Ⅲ-10
正解は②
ディープラーニングの計算負荷を低減し高速化を図るため、GPUによる並列演算やクラス
タによる分散学習、浮動小数点数のビット精度削減（半精度や量子化）が広く用いられ
る。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
スーパーパイプラインは、パイプラインの各実行ステージをさらに細かく細分化すること



で1ステージの実行時間を短縮し、プロセッサの動作クロック周波数を高める高速化技術
である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
反時計回り90度回転の行列は1行目が[0, -1]、2行目が[1, 0]である。回転後にx軸正方向
へ+30ピクセル平行移動する合成同次変換行列は選択肢2の形となる。

●問題Ⅲ-13
正解は②
4枠の主記憶において、参照履歴に基づくLRUでは最終状態が上からP4, P7, P8, P9とな
り、到着順に基づくFIFOでは最も古く入った順に置換されP8, P9, P6, P7となる。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
標準シグモイド関数f(X)=1/(1+e^-X)の導関数はf'(X)=f(X)(1-f(X))である。これは
f(X)=0.5となるX=0において最大値0.25をとる。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
直交表を用いるテスト技法では任意の2因子間の水準の組み合わせ網羅を保証するが、3因
子以上の組み合わせ網羅は保証されないため、必要に応じて追加テストケースを設計す
る。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
テスト消化が予定より早く進捗し（B）、バグ検出数が予測より少ない（D）場合、テスト
ケースのバグ摘出能力が高いと確認できれば、品質が良好であるとしてテストを続行でき
る。

●問題Ⅲ-17
正解は③
リバースエンジニアリングとは、既存ソフトウェアのバイナリやソースコード、動作等を
解析して、プログラムの構造や設計情報、仕様を逆引きして抽出・獲得する技術である。

●問題Ⅲ-18
正解は①
UMLのアクティビティ図は、一連の実行手順や業務フローを表現する図であり、フォーク
やジョインによる並行処理・同期、デシジョンによる処理の分岐などを記述できる。

●問題Ⅲ-19
正解は③
クラスBはクラスAのサブクラスであり、BからAへの関連が存在する。したがってBをルー
トとしてAやそのサブクラスのインスタンスを子ノードとする木構造を構築できる。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
JIS X 25010における使用性（Usability）は、利用者が有効・効率的かつ満足して利用で
きる度合いである。画面デザインの視認性向上や分かりやすいヘルプ機能の提供が該当す
る。

●問題Ⅲ-21
正解は③
公式より期待値は(100+130×4+190)÷6=135日、標準偏差は(190-100)÷6=15日となる。正
規分布の約95%信頼区間は平均±2σより、135±30日の105日〜165日以内となる。

●問題Ⅲ-22
正解は③



JIS 8ビットコード（JIS X 0201）において、0x00〜0x1Fおよび0x7Fは改行や復帰などの
通信・端末制御用コードとして割り当てられている。

●問題Ⅲ-23
正解は②
ITやネットワーク技術を活用してビジネスの仕組みや手順を実現する手法は、ビジネスモ
デル特許（ビジネス関連発明）として特許による保護の対象となり得る。

●問題Ⅲ-24
正解は②
副問合せで単価が500未満のレコードを持つ担当者は「山田」（単価400）のみである。
NOT EXISTSにより山田以外の担当者が抽出され、斎藤と鈴木の2名が得られる。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
ITIL v3におけるサービストランジションは、新規または変更されたITサービスを、要件
や制約に沿って安全かつ確実に本番稼働環境へ移行・導入するためのプロセスである。

●問題Ⅲ-26
正解は④
コスト効率指数CPIはEV/AC=60/90=2/3となる。現在のコスト効率が今後も続く場合の完成
時総コスト見積りEACは、BAC/CPI=150/(2/3)=225万円と計算される。

●問題Ⅲ-27
正解は②
図では同一の「組織」エンティティに対して「親」と「子」の2つの役割で関連「管理」
が結ばれており、同一エンティティ間での再帰的リレーションシップを表している。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
ROI（投資利益率）は、投じた投資額に対してどれだけの利益が得られたかを測る指標で
あり、投資額を分母、投資によって得られた利益を分子とした比率で評価する。

●問題Ⅲ-29
正解は③
M/M/1待ち行列モデルにおいて、平均サービス率μ=1/0.5=2である。平均応答時間Tr=1/(
μ-λ)≦2.0を解くと、2-λ≧0.5より到着率λ≦1.5件/秒となる。

●問題Ⅲ-30
正解は④
IEEE 802.15.4に準拠し低消費電力な(ア)はZigBee、2.45GHz帯で音声チャネルも持つ(イ)
はBluetooth 1.0、超広帯域で高速通信を行う(ウ)はUWBである。

●問題Ⅲ-31
正解は①
DDoS攻撃は、多数の端末から標的サーバへ正当な通信要求やパケットを大量に送りつけて
回線やリソースを枯渇させる攻撃であり、対象機器に脆弱性がなくても被害が発生する。

●問題Ⅲ-32
正解は③
WPAで採用された暗号化プロトコルTKIP（Temporal Key Integrity Protocol）は、従来の
WEPとの互換性を保つため、共通のストリーム暗号アルゴリズムRC4を採用している。

●問題Ⅲ-33
正解は④
TCPヘッダのウィンドウサイズフィールドに0を設定して通知（ゼロウィンドウ）すると、
受信バッファに空きがないことを示し、送信側に送信の一時停止を要求できる。



●問題Ⅲ-34
正解は②
クラウドコンピューティングのサービスモデルは提供されるITリソースの抽象度に応じて
分類され、インフラを提供するIaaS、基盤のPaaS、アプリのSaaSが代表的である。

●問題Ⅲ-35
正解は①
172.16.0.0〜172.31.255.255はクラスBに属する。第3・第4オクテットがすべて1である
172.16.255.255は当該ネットワークのブロードキャストアドレスとなる。


